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囲：41-54 か月）、スコア 4：57 か月（範囲：51-59 か月）、スコア 5：71
か月（範囲：64-76 か月）であり、年齢と「ぶくぶくテスト」スコアは有
 意に相関していた（p<0.01）。 
 また、アンケートより「左右非対称に動かせない群」は「左右非対称に
動かせる群」に比べて「よく噛んでいない」と答えた保護者が有意に多く
（p<0.05）、「食事で困っていることがある」と答えた保護者が多い傾向に
あった（n.s.）。 
 咬合力・咬筋厚・咬筋長測定の結果、増齢と共に、咬合力は増加傾向、
咬筋厚は一定、咬筋長は増加した。しかし、これらは「ぶくぶくテスト」
スコアとは有意な相関はみられなかった。 
【考 察】 
「ぶくぶくテスト」スコアは増齢と共に上がることから、「ぶくぶくテ
スト」は幼児の口腔機能評価として使用できる可能性が示唆された。 
また、食事に心配事のある児はスコアが低い傾向にあった。そのため、
年齢に比してスコアが低い児に対して、早期から適切な支援を行うことで、
近年増加している食行動の問題解決に繋がる可能性が考えられた。 
さらに、「ぶくぶくテスト」スコアと咬合力、咬筋厚、咬筋長は関連し
ていないことから、幼児の口腔機能評価の際には、咬合力のような筋力だ
けでなく、「ぶくぶくテスト」のような巧緻性の評価も行う必要があると
考えた。 
